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１．緒 言

本大学練習船敬天丸は1955年６月～７月の間，セレペス海域でマグロ漁場調査を行い，そ

の帰途，北太平洋の日米加共同観測（ＮＯＲＰＡＣＥＸＰＥＤＩＴＩＯＮ）に参加した．此の際東経

130｡の子午線に沿って北緯５ｺより３０･に至る間の約1,500浬に亘って採集されたプランクトン

について調査結果の概略を報告する．
l309E

本調査に当って観測に参加され標本を提

供下さった敬天丸乗組員の方々，及び海況

資料を提供して頂いたＮＯＲＰＡＣ関係の

方に感謝します．

２．採集及び調査

プランクトンの採集点は全部で１４点で，

その中，北緯５。から２０･迄は４．毎に，北

緯20°より３０･の間では原則として１°毎に

採集した．（Fig.１)．採集には口径２２ｃｍ

の北原式ネット（ＸＸＮｏ,13）を使用し，

各地点とも５０ｍから表面迄の垂直曳網を

行った．採集の日時，観測点の海況，プラ

ンクトンの沈澱量等は第１表に示した．

３．プランクトンの組成

ｉ）動物プランクトン

Ｓｔ・Ｋｅ５３６よりＳｔ､Ｋｅ５５０に至る全点を

通じて動物性の組成には決定的な相違がな

く,個体数では最低230/ｍ筋(Ｋｅ５４３）から

最高2,500/ｍ３(Ke549）で平均1,300/ｍ鰍
であるがその大部分はCopepodaで,吹い

でOikopleura,Chaetognatha,Protozoa，

及び種々の甲殻類幼生等が良く出現した．

CopepodaはＫｅ５３６からＫｅ５４１の

間ではＭ;cγosefe〃α,Ｏ肋o"α(０.〃α"ａ Ｆｉｇ．１．Ｃｈａｒｔｏｆｔｈｅｓｔａｔｉｏｎ．
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24.628.00500

及び０．ｓ”〃s)，Ｏ"caeα，ＡＣαγ伽，ＣＯγycag"ｓ等の比較的小型種が多く見られたが，
Ｋｅ５４３以北になると大型種の増加が承られＣａＪα""s，Ｃａ"d”α，Ｅ"c伽efa等が多くなっ

た．ChaetognathaはＫｅ５３６～Ｋｅ５４２の間ではＳ昭畑α９噸ａｆａがよく見られ，Ｋｅ５４３
以北では更にＳ・Ｓｃγγαｊｏ‘州ａｆａ，Ｐ〃osagjがα〃αＣＯ等が増加している．被蕊類では
α〃oP伽γα〃s姉γ”s'０.COP〃ocgγα，０．γ蛾sce"s'０.ノo"g畑”α等が主で全測点
に平均した出現をみせ動物群の主要な組成分をなしている．

ProtozoaではＧﾉo〃ggγ”α伽〃o〃es，ＡＣα"肋o”e〃o〃'9〃"ｃｉ伽'"，Ｓ〃c加肋"c"ｇ

Ｚα"たＩｇａ,ＳｐｈａｅγOzO"”ｇｇ”"α加塊Ａ"ﾉycα"肋ａｓｃｏｊｙ加α〃ｵﾙα，Ｒ伽Ｍｏ"e〃α，ＣＯ伽一
"e〃opsjs等が普通にみられるものであるが出現状況は不規則である．

その他，水母:類，翼足類（主にＣａ"Ｏ脚α，Ｃ肋等)，介形類（主にＣＯ"cog〃α)，枝角
類（Ｅひα伽ｇ”γggs伽α,Ｐｏａｏ〃ｓＰ・Ｐｅ加伽Ｓｃ〃”αc陶州)，端脚類（ＨｊﾉPgγ/αｓｐ・が主）

等が出現するが何れも数量的には少い、

ｉｉ）鞭藻プランクトン

１ｍ鼎の個体数は平均530で最低3０（Ｋｅ５４９）から最高1,300（Ｋｅ５４０）の間で変化し二，

三を除いてはその変動の巾は動物う°ランクトンよりも小さいＣ”α加加属が全測点を通
じ７０％以上で圧倒的に多く，次いでPWocysがｓｓｐｐ.，Ｄ伽oカルysjsspp.，Ｏγ城加c〃c"ｓ
ｓ力伽ａｅ"s,Ａ”p肱oﾉe"jα〃de"伽α等がよく承られた．

Ｃ”α抑”属はＫｅ５３６～Ｋｅ５４６の附近ではＣ､ｇγαc〃e,Ｃ､”αcγoceγCs,Ｃ､”αＳＳｉ伽"s，

C・〃幼Cs,Ｃ・Ｐ"Jcﾙg〃"畑Ｃ・ﾉo"gjss伽α等が多く，Ｋｅ５４６以北ではＣ､＃γ幼Cs,Ｃ・”ノー
c〃〃”の他にＣ､ｇ伽eγ"",Ｃ・かs"ｓ等が多かった．

ＰｙγocysがｓはＣ”α抑”に次いで多く，ＰｙγocysがｓＰｓｇ“o"ocf伽Ｃａが最も多くて

広い分布を示し，時には鞭藻類の２０～27％にも達した．
Ｏγ"伽oc”c"ｓは分布が南方に偏り，Ｋｅ５４５以北で非常に少くなり，同様の事がＤ〃O‐

”ｙｓｆｓについても云える．
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111税所俊郎：東経130。線で採集されたプラクトンの分布について
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iii）植物プランクトン

個体数は1,300/ｍ３（Ｋｅ５４９）から最高15,000/ｍ３（Ke548）で変化し，平均6,250/ｍ＄で
あった．

主としてＲ〃zoso/〃α,Ｃ〃eﾒoc”Cs,Ｔγ伽odes”"”及びその他の少数種類から構成
されている．

Ｔγｊｃ"oaes”"”は多少とも全測点で見られ，７０/ｍ開(Ｋｅ５４６）から4,700/ｍ鮒(Ｋｅ５４９）の

間で分布し平均１２００個体であった．出現するのは主にＴ､Ｔ〃e6α”とＴ､”yf〃αg"”で，
T,ＣＯ噸oγ如沈は少ない叉、zﾒαg"y”e"ｅＳがγα〃Ｓが極く少量であるがＫｅ５３０から
Ｋｅ５４７にかけてその分布が見られた．

珪藻類はＲ〃ZosoZ郷αとＣﾙαeﾒoceγＣｓに次いでCosc伽o伽Ｓｃ"s,ＰＪα"腕o"e〃αｓｏﾉ，
Ａｓ〃oﾉα”'γα〃zα〃Jα"〃cα,α伽αＣＯ〃"”,Ｔ伽/αss航〃跡等の順で出現する．

本邦近海で普通に出現が見られるＺＶﾂﾉzc〃ａｓ〃伽α，Ｂａｃｆｅγｊａｓ〃"郷，ＳﾉＭｅｊｏ"e”αは
極めて少いか，殆んどふられなかった．

Ｒ〃zosoZg蝿α属では肋．sfy"んγ〃ｓｖａｒ・ノα〃ss〃αが最も多く次いで剛．αﾉαjα，

剛.ｃαｊｃａγα伽,剛.Ｓｃ"g〃α等が主で特にＫｅ５３６～Ｋｅ５４３の間では剛.ｓ机抽γ"ｉｓ
の支配力が大きかった．Ｃ加efoceγＣｓではＣ"・ＣＯαγｃｊα〃s,Ｃ".ｐ〃”α伽S，Ｃ"．”essα‐

"e"s2S，Ｃﾉｾ.CI茄Z”ｓが広い分布を示し，Ｃ"・ノoγe"ｚｉα""Ｓ及びＣ"．〃αy”"ｓが琉球近
海で増加を見せた．

Ｃ〃”αＣＯ〃""ｚ〃ＣＯ〃cαひ"”，Ｈな”α"ﾉ"ｓＨ”cﾙ〃，Ｐﾉα城fo”e〃αｓｏﾉ，Ｓ＃γeがoｵﾙeca

ﾒ加沈e郷ｓ等が出現しているが，これは相川')が南方黒汐流の珪藻の特性として多少とも出
現することを述べているのに一致している．

税所俊郎：東経130.線で採集されたプラクトンの分布について
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１４Stationsalongthemeridianl30。Ｅｂｅｔｗｅｅｎ５ｏＮａｎｄ３０ｏＮｗｅｒｅｏccupied

bythetrainingshipKeiteｎ－ｍａｒｕｄｕｒｉｎｇｈｅｒｃｒｕｉｓｅｏｆｔｈｅＮＯＲＰＡＣＥＸＰＥＤＩＴＩＯＮ

ｉｎＪｕｌｙｌ９５５・Planktonsampleswerecollectedbyvertical（0～５０ｍ）ｈａｕｌｉｎｇｓｏｆａ

ｎｅｔｏｆＮＯ、１３boltingsilk･

Volumeofplanktonwasmeasuredbythesettlingmethodandnumberofor‐

ganismswascounted・Ａｓｓｈｏｗｎｉｎｔａｂｌｅ，thesettlingvolumeofplanktonwas

largestattheSt・Ｋｅ５４６(12.5ｃｃ)ｎｅａｒＫｙｎｓｈｎ,ａｎｄｓｍａｌｌｅｓｔａｔＳｔ､Ｋｅ５４３（2.0ｃｃ）
nearRasals・Thenumberofzooplanktonorganismsvariedbetween230/ｍ３

(StKe543）ａｎｄ2,500/ｍ３（St・Ｋｅ５４９)，dinoflagellatesbetween30/ｍ３（St・Ｋｅ５４９）

and1,300/ｍ３（St・Ｋｅ５４０)，andphytoplanktonbetweenl,300/ｍ３（St・Ｋｅ５４７）ａｎｄ

15,000/ｍ３（St・Ｋｅ５４８)．

Asisindicatedintable，thefollowinggroupsoforganismsaretheimportant

constituent．

Zooplankton：

DinOflagellata：

Phytoplankton：

Copepoda，Appendicularia，Protozoa，Chaetognatha

C”αが"”,D伽０１脚sjs,Oγ""〃ＣＣＧγc"S
●

Ｒ〃zosoﾉg〃ｊα，Ｃ伽gfocgγCs，Ｔγ/c加伽s郷z〃"ｚａｎｄｓｏｎ

(Cosc伽odisc"s,Ｔ伽ﾉass航〃戯,α伽acodj"郷etc.）

aｎｄｓｏｍｅｏｔｈｅｒｓ
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